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お知り合いの方をご紹介ください
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理学療法士
訪問ヘルパー

虹っ子･宝塚医
療生活協同組

合

高
松
診
療
所
・
介
護
事
業
所

複
合
施
設
建
設
に
向
け
て

楽
し
く
元
気
に

増
資
大
運
動
へ
の
参
加
を
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家の前にいのししが出てきました

ス
ト
ッ
プ
再
稼
働　
　
　

６
・
７
福
岡
集
会
に
参
加

　

４
年
前
東
日
本
大
震
災
で
、
被
害
を
受
け

た
福
島
も
ま
だ
収
束
し
て
い
な
い
中
、
こ
の

夏
に
も
川
内
原
発
が
再
稼
働
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
福
岡
舞
鶴
公
園
に
は
、
全
国
か

ら
１
万
５
０
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
は
、
九
州
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
団
体

の
取
り
組
み
や
沖
縄
辺
野
古
基
地
反
対
の
訴

え
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で
反

対
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
一
点

共
闘
の
幅
の
広
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

再
稼
働
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た

行
動
で
し
た
。
当
日
は
、
梅
雨
の
雨
空
で
は

な
く
、
曇
り
空
で
暑
く
な
か
っ
た
の
で
良
か

っ
た
で
す
。

�

（
本
部
事
務
局　

岡
本
絵
美
子
）

　

東
京
臨
海
防
災
公
園
の
広
い
会
場
も
１
万

６
０
０
０
人
の
全
国
か
ら
の
仲
間
で
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

憲
法
９
条
を
破
壊
す
る
「
戦
争
法
案
」
の

問
題
点
を
告
発
し
た
、
力
強
い
国
会
の
情
勢

報
告
を
は
じ
め
、
各
界
か
ら
の
訴
え
な
ど
、

全
て
安
倍
政
権
の
暴
走
ぶ
り
の
本
質
を
根
底

か
ら
あ
ぶ
り
だ
す
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
審
議
は
国
会
内
で
行
わ
れ
ま

す
。
数
を
頼
み
に
強
行
可
決
も
で
き
ま
す
。

日
本
の
平
和
と
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
危
機

的
状
況
に
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
、
世
論
が

動
か
ね
ば
と
、
大
声
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
し
て
き
ま
し
た
。

�

（
さ
わ
や
か
支
部　

岡
沢
正
男
）

６
・
13
大
集
会

世
論
の
力
で

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
安
倍
暴
走

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
」＆

「
特
定
秘
密
保
護
法
」反
対
の

兵
庫
大
集
会
・
パ
レ
ー
ド

　日本に世界で初めて原子爆弾が投下されて
70年という節目の夏。 平和を願い「No 
More Hiroshima No More Nagasaki」の
思いで原水禁世界大会が開催されます。今年
も宝塚医療生協から代表を派遣します。ぜ
ひ、カンパをよろしくお願いします。

　東京を出発した行進が７月７日兵庫県入り
します。今年も下記日程にて宝塚医療生協定
款内を行進します。是非ご参加下さい。

７月７日（火）
昼：川西市役所→宝塚市役所
　終了後「通し行進者歓迎の集い」を行います
７月８日（水）
朝：�宝塚市役所→昼：伊丹市役所→阪神尼崎駅
７月９日（木）
朝：�尼崎市役所→昼：西宮市役所→御影公会堂

原水禁世界大会戦後70年
被爆70年

８月４日（火）～６（木）�広島大会
８月７日（金）～９（日）�長崎大会

国
民
の
願
い
は
一
つ

1歩でも
2歩でも 平和行進

　

６
月
21
日
、
三
宮
・
東
遊
園
地
に
は
９
０

０
０
人（
主
催
者
発
表
）が
集
ま
り
ま
し
た
。

宝
塚
医
療
生
協
か
ら
も
60
人
以
上
の
参
加
。

　

伊
藤
真
氏
よ
り
弁
護
士
の
役
割
は
憲
法
に

基
づ
い
た
社
会
正
義
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ

り
、
国
民
が
正
し
い
判
断
を
下
す
に
は
特
定

秘
密
保
護
法
で
情
報
を
操
作
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
、
憲
法
の
番
人
は
最
高
裁
で
は
な

く
主
権
者
で
あ
る
国
民
で
あ
る
こ
と
、
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
元
町
・

大
丸
前
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
市
民
に
も

大
き
く
ア
ピ
ー
ル
出
来
ま
し
た
。「
立
憲
主

義
」
や
「
主
権
在
民
」
の
本
質
を
、
再
度
確

認
す
る
良
い
機
会
で
し
た
。

�

（
本
部
事
務
局　

三
宅
宣
人
）大集会、パレードに参加した役職員
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宝塚医生協の発展が嬉しい

100歳体操

前列は、新理事・新監事の皆さん

日高誠専務理事

中川智子市長

退任の挨拶をする
左雲正富さん　　

新理事・監事の皆さん

　

６
月
20
日
、
ソ
リ
オ
ホ
ー
ル
で
宝

塚
医
療
生
活
協
同
組
合
第
47
回
通
常

総
代
会
が
総
代
総
数
２
０
７
人
の
う

ち
、
出
席
総
代
１
５
４
人
、
委
任
45

人
で
開
催
。
脇
野
副
理
事
長
が
開
会

挨
拶
を
行
い
、
こ
の
１
年
間
に
お
亡

く
な
り
に
な
れ
た
方
を
偲
び
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
議
長
に
西
宮
支
部
の
寺

島
茂
総
代
と
三
田
支
部
の
奥
村
利
雄

総
代
を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

　

茅
野
理
事
長
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓

と
し
て
中
川
智
子
宝
塚
市
長
、
ね
り

た
、
休
憩
時
間
に
は
東
支
部
の
総
代
さ
ん
ら

に
よ
る
「
１
０
０
歳
体
操
」
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
退
任
さ
れ
る

役
員
７
名
の
紹
介
が
あ
り
、
記
念
品
の
贈
呈

の
あ
と
、
代
表
し
て
左
雲
正

富
さ
ん
か
ら
挨
拶
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
続
い
て
支
部
・

事
業
所
表
彰
が
あ
り
、
４
課

題
全
て
の
年
間
目
標
達
成
し

た
３
支
部
（
東
・
北
・
西

委
員
会
の
取
り
組

み
」、「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

・
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
の
取

り
組
み
」、「
宝
塚
市
に

よ
る
８
・
15
平
和
祈
念

集
会
に
つ
い
て
」
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

き
恵
子
兵
庫
県
議
会
議
員
か
ら
心
温

ま
る
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

２
０
１
４
年
度
の
振
り
返
り
と
２

０
１
５
年
度
の
重
点
方
針
な
ど
７
本

の
議
案
に
つ
い
て
田
淵
専
務
理
事
か

ら
提
案
が
あ
り
、
総
代
や
理
事
・
職

員
の
７
人
か
ら
「
高
松
診
療
所
で
の

送
迎
の
取
り
組
み
」、「
虹
っ
子
（
医

療
生
協
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
の
紹
介
と

活
用
」、「
違
憲
の
戦
争
立
法
と
６
月

21
日
集
会
」、「
組
合
員
セ
ン
タ
ー
た

ま
り
場
の
あ
り
方
」、「
事
業
所
利
用

新監事　池田　光男さん（三田市）
新理事　秋野　徹二さん（高松支部）
　　　　亀﨑千恵美さん（ケアサポート今津）
　　　　杉下　健二さん（さわやか支部）
　　　　長田　一幸さん（仁川支部）
　　　　日高　　誠さん（本部事務局）
　　　　水川えい子さん（ケアサポート）

理事長　　　　　　茅野　涼一（再）
副理事長（理事長代行）脇野　耕一（再）
副理事長　　　　　田淵　正俊（新）
専務理事　　　　　日高　　誠（新）
常務理事　　　　　伊田こずゑ（再）
常務理事　　　　　岡本　芳章（再）
常務理事　　　　　藤崎　正則（新）
常務理事　　　　　松本　猶喜（再）

新役員紹介

第47回 通常総代会
協同の力で建設運動の成功を

健康長寿を推進しよう

宮
）
が
紹
介
さ
れ
、
茅
野
理
事
長
か
ら
労
い

の
こ
と
ば
と
記
念
品
の
授
与
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
の
新
入
職
員
が
紹
介
さ
れ
た
あ

と
、
特
別
決
議
「
全
組
合
員
の
協
同
の
力

で
、
高
松
・
ひ
だ
ま
り
建
設
運
動
を
成
功
さ

せ
よ
う
」、「
戦
後
70
年
、
被
爆
70
年
、
憲
法

守
り
、
改
憲
を
許
さ
な
い
大
運
動
を
す
す
め

よ
う
」
の
２
本
を
拍
手
で
採
択
し
ま
し
た
。

茅
野
理
事
長
か
ら
第
１
回
理
事
会
報
告
と
新

任
役
員
の
紹
介
の
後
、
閉
会
挨
拶
を
日
高
専

務
が
行
い
、
す
べ
て
の
議
事
を
終
了
し
ま
し

た
。�

（
本
部
事
務
局　

日
高
誠
）
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健康チェックで病の予防を！

地
域
包
括
ケ
ア
の
具
体
化
を
体
感

「
つ
な
が
り
マ
ッ
プ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」に
参
加
し
て

　

医
療
福
祉
生
協
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

づ
く
り
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
３
つ

の
「
つ
く
ろ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
（〝
つ
な

が
り
マ
ッ
プ
〟〝
居
場
所
〟〝
生
活
圏
域

で
の
支
部
づ
く
り
〟）」
と
い
う
個
別
方

針
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
の

〝
つ
な
が
り
マ
ッ
プ
〟
づ
く
り
を
、
全

国
に
広
げ
る
た
め
に
、
５
月
21
日
「
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、

宝
塚
医
療
生
協
か
ら
５
人
参
加
し
ま
し

た
。

　

養
成
講
座
で
は
、
４
人
一
組
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
持
参
し
た
「
地
域
資

源
リ
ス
ト
」
を
事
例
に
、
テ
ー
マ
も

「
高
齢
者
」
と
決
め
、「
地
域
周
辺
マ

ッ
プ
」
に
書
き
込
み
ま
し
た
。

　

次
に
、「
つ
な
が
り
つ
く
ろ
う
宣
言
シ

ー
ト
」
作
成
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
に
付
箋
が
配
ら
れ
、
高
齢
者
に

つ
い
て
の
医
療
、
福
祉
、
食
、
住
ま
い

の
各
分
野
に
つ
い
て
、「
今
あ
る
つ
な
が

り
」「
こ
れ
か
ら
つ
な
が
り
た
い
相
手
」

　

５
月
22
日
、
新
大
阪
丸
ビ
ル
で
医
療
福
祉

生
協
連
「
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
、
宝
塚
医
療
生
協
か

ら
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
新
し
い
「
医
療
福
祉
生
協
の

健
康
習
慣
」
の
改
訂
内
容
の
説
明
の
後
、

「
10
万
人
の
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
報
告

が
、
２
法
人
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
は
、
医
療
福
祉
生
協
連
の
８
つ
の

生
活
習
慣
（
禁
煙
と
正
し
い
《
睡
眠
・
休
養

・
飲
酒
・
運
動
・
食
事
（
×
２
）・
歯
磨

き
》）
と
２
つ
の
健
康
指
標
（
メ
タ
ボ
・
血

圧
適
正
化
）
な
ど
、
健
康
の
た
め
の
習
慣
を

生
活
の
中
で
実
践
す
る
取
り
組
み
で
、
こ
れ

に
よ
り
「
ウ
エ
ス
ト
が
２
㎝
縮
ん
だ
」
な
ど

具
体
的
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
減
塩
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
塩

分
を
摂
り
過
ぎ
な
い
こ
と
が
高
血
圧
、
ま
た

そ
れ
に
続
く
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
予

防
に
有
効
で
、
そ
の
た
め
に
、「
す
こ
し
お

生
活
」（「
少
し
の
塩
分
」
で
「
す
こ
や
か
な

生
活
」）
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
11

月
に
24
時
間
蓄
尿
塩
分
調
査
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
３
０
０
０
人
の
協
力
者
に
減
塩
運
動

の
浸
透
度
を
確
認
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
実

践
し
、
よ
り
一
層
健
康
の
〝
わ
〟
を
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

�

（
組
合
員
活
動
委
員
会　

田
中　

剛
）

健康づくりチャレンジ
ミーティングに参加して

「
ど
う
実
現
す
る
か
」を
そ
れ
ぞ
れ

３
つ
以
上
付
箋
に
書
き
込
ん
で
出

し
合
い
、
地
図
に
張
り
付
け
、
グ

ル
ー
プ
で
意
見
を
ま
と
め
ま
し

た
。
最
後
に
、
そ
の
ま
と
め
を

「
つ
な
が
り
つ
く
ろ
う
宣
言
シ
ー

ト
」
に
記
載
し
て
終
了
し
ま
し

た
。

　

マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
地
域
に
ど

ん
な
資
源
が
あ
っ
て
、
何
が
足
り

な
い
か
、
医
療
福
祉
生
協
で
事
業

化
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
他
の

組
織
と
協
力
し
て
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
、
こ
れ
ら
を
考
え
具
体
化

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

（
高
松
支
部　

宇
都
宮
勝
）
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今一番願うこと。辺野古の自然を残してほしい！！

■
民
医
連
に
関
わ
る
き
っ
か
け
は
？

　

大
学
時
代
に
、
友
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
こ

と
が
は
じ
ま
り
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
ど
う
い

っ
た
団
体
な
の
か
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
入
職
試
験
前
の
課
題
で
民
医
連
綱
領
を

読
ん
だ
感
想
文
の
提
出
が
あ
り
、
そ
こ
で
は

じ
め
て
綱
領
を
見
ま
し
た
。「
す
ご
い
理
念

を
持
っ
て
い
る
団
体
だ
な
」
と
驚
い
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

■
は
じ
め
て
の
医
療
現
場
に
戸
惑
い
は
？

　

神
戸
健
康
共
和
会
の
東
神
戸
病
院
に
医
療

事
務
と
し
て
入
職
し
た
の
で
す
が
、
現
場
に

入
る
ま
で
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
そ
こ
で
勉
強
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の

で
、
戸
惑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
現
場
に
は
尊
敬
で
き
る
先
輩
も
た
く
さ

ん
い
て
、
そ
う
い
っ
た
方
達
の
姿
に
憧
れ
な

が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

■
し
ば
ら
く
事
務
と
し
て
お
仕
事
を
？

　

異
動
も
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
所

へ
い
き
ま
し
た
。
元
町
に
あ
っ
た
労
災
職
業

病
の
患
者
さ
ん
を
中
心
に
診
て
い
た
診
療
所

で
３
年
ほ
ど
勤
務
し
た
後
、
法
人
や
県
連
事

務
局
で
医
学
生
担
当
に
携
わ
り
、
そ
の
後
、

東
神
戸
病
院
の
医
局
担
当
に
な
り
、
し
ば
ら

く
し
て
阪
神
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
院

内
は
患
者
さ
ん
た
ち
で
溢
れ
、
辺
り
は
血
が

固
ま
っ
た
よ
う
な
独
特
の
臭
い
が
し
て
い
ま

し
た
。
あ
の
時
の
様
子
は
い
ま
だ
に
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
大
変
で
し
た
が
、
全
国

か
ら
多
く
の
支
援
の
お
か
げ
で
乗
り
越
え
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

■
東
神
戸
病
院
の
増
築
の
際
に
は
、
事
務
局

長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
時
の
教
訓
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

　

た
く
さ
ん
の
声
（
意
見
）
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
時
間
も
労
力

も
か
か
り
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
思
い
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
建
物
の
方
が
、
き
っ
と
地
域

か
ら
大
切
に
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
宝

塚
で
も
建
設
運
動
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

こ
は
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

■
民
医
連
の
魅
力
は
ど
う
い
っ
た
所
だ
と
思

い
ま
す
か
？

　

少
し
角
度
は
違
い
ま
す
が
、
民
医
連
と
い

う
団
体
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の

か
な
と
は
感
じ
ま
す
。
医
療
や
介
護
だ
け
で

な
く
、
生
活
背
景
、
更
に
は
制
度
に
ま
で
改

善
を
求
め
て
声
を
上
げ
る
組
織
は
他
に
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

�

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

前
田　

秀
輔
）

私 も 組 合 員

ワ
イ
言
い
合
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

た
ま
り
場
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
高
司
会
館
が
気
楽
に
借
り
ら

れ
ま
す
の
で
拠
点
に
し
た
い
な
と
も
思

っ
て
い
ま
す
。

好
き
な
歌

　

ワ
イ
ワ
イ
と

さわやか支部
カラオケ教室

　
新
し
く
専
務
理
事
に
選
任
さ
れ
た
日
高
さ
ん
は
、
民
医
連
（
民
主
医
療
機
関
連
合
会
）

歴
30
年
以
上
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
医
療
事
務
と
し
て
入
職
後
、
医
学
生
担
当
、
医
局
事
務
、

兵
庫
民
医
連
事
務
局
長
な
ど
を
経
て
、
宝
塚
医
療
生
協
へ
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

班活動
紹介
班活動
紹介

　

２
カ
月
に
一

度
。
第
一
日
曜

を
中
心
に
高
司

会
館
で
カ
ラ
オ

ケ
を
歌
っ
て
い

ま
す
。
教
室
と
言
っ
て

も
そ
れ
ほ
ど
の
指
導
は

な
く
、
順
番
に
好
き
な

歌
を
歌
い
合
っ
て
い
ま

す
。
画
面
に
点
数
が
出

る
の
で
す
が
そ
れ
に
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
ワ
イ

民医連ひとすじ
宝塚医療生協へ

加入：2009年１月
日高　誠さ

ん（57歳）専務理事

誠
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昔「蛍狩り」、今ではホタル探しかな？ 最近多くなった地震に噴火。地球が怒ってます。

組合員

活動

組合員

活動

さ
わ
や
か
支
部

元
気
で
楽
し
く

頑
張
り
ま
す
！

健
康
な
歯
で

お
い
し
く
長
生
き

今
年
は
出
資
金
目
標
を

大
幅
ア
ッ
プ
！

あ
っ
た
か
庵

１
年
の
活
動
に
確
信

ボ
チ
ボ
チ
い
こ
か

建
設
運
動
へ
の

具
体
的
な
質
問
も

健
康
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て

被
災
地
支
援

継
続
の
大
切
さ

捨
て
る
う
ん
こ
に

拾
う
い
の
ち

運
営
委
員
の

若
返
り
対
策
を
！

南
め
ば
え
支
部

仁
川
支
部

西
宮
支
部

鹿
塩
支
部

東
支
部

元
気
支
部

三
田
支
部

伊
丹
支
部

北
支
部

　

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
憲
法
に
つ
い
て

共
に
考
え
る
場
に
す
べ
く
［
日
本
国
憲
法
の

は
な
し
］
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
。
次
に
か
の
有

名
な
劇
団
「
良よ

し

元も
と

」
に
よ
る
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
の
寸
劇
が
あ
り
、
ト
リ
は
班
会

「
ウ
ク
レ
レ
パ
イ
ン
」
の
演
奏
で
計
８
曲
を

歌
い
ま
し
た
。

　

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
16
人
の
組
合
員

か
ら
水
墨
、
陶
芸
、
手
芸
品
な
ど
の
力
作
が

出
品
さ
れ
作
品
談
義
に
花
が
咲
く
和
や
か
な

光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
東
支
部　

馬
目
容
子
）

　

初
参
加
者

多
数
を
含
む

47
人
の
方

が
、
支
部
の

総
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

1
部
の
良

元
診
療
所
の

安
岡
医
師
の

　

「
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で 

安
心
し
て
暮

ら
し
た
い
」「
介
護
サ
ー
ビ
ス 

や 

保
健
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
日
常
生
活
支
援
な
ど
が 

必

要
に
な
っ
た
ら
…
」

　

こ
ん
な
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
に
、
御
殿

山
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
野
木
尚
子
さ

ん
を
お
招
き
し
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
全
国
４
課
題
を
す
べ
て
達
成
す

　

看
板
犬
が
出
迎
え
る
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
支
部
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
め
ば
え
は
、
運
営
委
員
の
平
均
年
齢
が

若
い
の
が
特
徴
で
す
が
、
家
事
、
育
児
、
介

護
、
仕
事
と
忙
し
い
の
で
、
な
か
な
か
活
動

が
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
と
考
え
！
焦
ら
ず
、
無
理
せ
ず
、
ボ
チ

ボ
チ
と
、
息
の
長
い
活
動
を
目
指
し
て
い
こ

う
と
話
し
合
い
ま
し
た
！

�

（
南
め
ば
え
支
部　

川
口
光
子
）

支部総会特集
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
も
、
左

岸
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
し

て
多
彩
な
班

活
動
を
展
開

し
、
仲
間
を

ふ
や
し
、
出

資
金
目
標
百

万
円
に
挑
戦
し
よ
う
！　

医
療
生
協
が
地
域

の
「
た
か
ら
」
に
な
る
よ
う
、
自
信
を
も
っ

て
、
元
気
に
、
楽
し
く
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

�

（
北
支
部　

濱
田
正
子
）

　

１
年
間
の

活
動
報
告
と

次
年
度
活
動

方
針
に
つ
い

て
、
支
部
組

合
員
の
皆
様

と
話
し
合
い

の
場
を
持
ち

ま
し
た
。

　

今
回
は
総

会
の
記
念
講

演
と
し
て
、
歯
科
医
師
の
奥
澤
清
秀
先
生
に

〝
歯
の
健
康
〟
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
医
療
生
協
の
テ
ー
マ
「
お
い
し
く

長
生
き
ま
ち
づ
く
り
」
に
沿
っ
た
口
腔
ケ
ア

の
大
切
さ
を
、
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
仁
川
支
部　

脇
野
芙
紗
子
）

「
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
、
心
身
と
も
に

健
康
な
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
」
の
話
は
日

頃
よ
く
耳
に
す
る
内
容
な
が
ら
、
よ
り
具
体

的
で
、
ま
た
実
践
的
だ
っ
た
の
で
、
思
わ
ず

会
場
か
ら
「
先
生
の
話
は
誰
に
で
も
理
解
で

き
ま
す
、
今
日
は
本
当
に
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
」
と
声
が
あ
が
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

ま
た
2
部
の
総
会
で
は
「
あ
っ
た
か
庵
」

設
立
1
年
の
活
動
に
確
信
を
持
ち
、
こ
れ
か

ら
も
楽
し
く
役
に
立
つ
生
協
活
動
を
実
践

し
、
全
国
４
課
題
を
今
後
も
総
達
成
し
よ
う

と
、
皆
さ
ん
希
望
を
胸
に
託
し
て
帰
路
に
つ

か
れ
ま
し
た
。�

（
西
宮
支
部　

寺
島　

茂
）

齢
化
に
伴

い
、
行
動
が

限
ら
れ
て
き

て
い
る
点
が

あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

斑
活
動

は
、
手
芸
斑

が
毎
回
10
人

　

支
部
の
総
括
と
反
省
で
は
運
営
委
員
の
高

前
後
と
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
映
画
斑
が
で
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借

り
て
医
療
や
介
護
に
関
連
す
る
話
題
作
を
鑑

賞
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昼
食
後
、
今
一
番
大
事
な
憲
法
の

話
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
た
あ
と
解
説
を
し

て
、
立
憲
主
義
を
無
視
し
て
い
る
安
倍
政
権

を
批
判
し
た
り
、
話
し
合
っ
た
り
し
ま
し

た
。�

（
鹿
塩
支
部　

西
澤　

慎
）

　

支
部
総
会
は
18
人
の
参
加
で
い
い
会
に
な

り
ま
し
た
。
良
元
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
一
定
の

活
動
は
し
て
い
る
も
の
の
、
悩
み
は
組
合
員

さ
ん
と
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
取
り
組
み

が
、
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
今
年

も
少
し
ず
つ
前
進
す
る
こ
と
を
報
告
し
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
、
丹
波
水
害
被
災
地
の
支
援
活
動
報

告
、
藤
崎
事
務
長
よ
り
高
松
地
域
診
療
所
の

建
設
運
動
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
い
大
変
わ
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。
午
後
か
ら
は
茅
野
理
事
長
の
医
療
生

協
の
熱
い
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
新
し
い
運
営
委
員
が
２
人
加
わ

り
、
更
な
る
支
部
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

�

（
三
田
支
部　

門
松
千
春
）

　

い
ろ
い
ろ
忙
し
い
中
で
組
合
員
の
す
べ
て

の
皆
さ
ん
に
連
絡
が
行
っ
て
な
か
っ
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
教
訓
に
し
て
よ
り
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
総

会
に
し
て
い
き
た
い
と
新
た
な
方
針
を
話
し

合
い
、
組
合
員
の
願
い
を
も
っ
と
か
な
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
新
役
員
は
力
を
合
わ
せ
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。
体
調
を
崩
す
組
合
員
さ
ん

も
増
え
て
い
ま
す
の
で
健
康
づ
く
り
に
も
っ

と
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
伊
丹
支
部　

久
村
真
知
子
）

　

講
演
は
、
放

射
線
技
師
の
出

口
さ
ん
に
「
捨

て
る
う
ん
こ
に

拾
う
い
の
ち
」

と
い
う
題
で
、

大
腸
が
ん
の
と

て
も
分
か
り
や

す
い
話
を
し
て

も
ら
い
ま
し

た
。

（
さ
わ
や
か

　

支
部

�

岡
沢
正
男
）

　

30
人
が
参
加
し
た
総
会
で
は
、「
ま
と
め

と
方
針
」「
決
算
・
予
算
」
の
提
案
の
後
、

討
論
。
医
療
生
協
が
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
高
松
建
設
運
動
」
に
つ
い
て
本

部
の
三
宅
事
務
局
次
長
が
報
告
。「
医
療
機

器
は
？
診
療
科
目
は
？
」「
お
泊
り
機
能

は
？
県
道
通
行

の
安
全
性

は
？
」
等
の
具

体
的
な
質
問
も

出
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
新
し

い
運
営
委
員
10

人
を
選
び
ま
し

た
。

（
元
気
支
部

　

赤
土
光
男
）

　

第
８
回
総
会

を
開
催
し
、
三

田
支
部
22
人
、

事
務
局
他
か
ら

６
人
の
総
勢
28

人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
事

務
局
の
三
宅
さ

ん
の
福
島
津
波

５
月
９
日　

東
公
民
館

５
月
16
日　

良
元
診
療
所

５
月
10
日　

売
布
会
館

５
月
17
日　

今
津
公
民
館

５
月
23
日　

伊
丹
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

５
月
25
日　

美
容
室「
る
ー
ち
ぇ
」

６
月
７
日　

六
甲
保
養
荘

５
月
22
日　

本
部
事
務
局
会
議
室

５
月
31
日　

良
元
診
療
所

６
月
14
日　

三
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
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も～し・も～しは、毎回本文より先に読んでしまいます。

診察室
　だより

⑲

　

「
日
本
医
事
新
報
」
５
月
３
週
号
の
記
事

で
「
日
本
老
年
医
学
会
な
ど
７
学
会
で
構
成

す
る
日
本
老
年
学
会
は
、
５
月
11
日
、
現
在

65
歳
以
上
と
さ
れ
る
高
齢
者
の
定
義
見
直
し

に
向
け
た
議
論
を
本
格
的
に
開
始
す
る
方
針

を
示
し
た
。」
と
あ
り
、
感
銘
し
た
。

　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
特

任
補
佐
・
鈴
木
隆
雄
氏
は
「
高
齢
者
が
65
歳

以
上
と
い
う
の
は
１
８
９
０
年
頃
に
ド
イ
ツ

の
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
が
老
齢
年
金
の
対
象
を

65
歳
以
上
と
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
そ
の

時
代
の
遺
物
で
あ
る
」
と
説
明
。
そ
の
上
で

鈴
木
氏
は
「
多
く
は
65
歳
を
超
え
て
も
就
労

意
欲
が
あ
り
、
そ
れ
に
適
応
で
き
る
体
力
を

持
っ
て
い
る
こ
と
は
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て

い
る
」
と
述
べ
、
超
高
齢
社
会
を
乗
り
き
る

不
可
欠
の
要
素
と
し
て
「
高
齢
者
が
働
き
や

す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
」

と
強
調
し
て
い
る
。
日
本
で
の
各
種
研
究

で
、
高
齢
者
の
「
若
返
り
」
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
活
躍
で

き
る
人
を
一
律
に
65
歳
で
高
齢
者
と
定
義
す

る
こ
と
は
社
会
的
に
損
失
が
大
き
い
と
の
考

え
だ
。

　

６
月
、
宝
塚
市
は
、
秋
田
市
に
続
き
国
内

二
番
目
の
都
市
と
し
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
提
唱
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

（
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
）」
に
参
加

申
請
し
た
。「
元
気
な
高
齢
者
（
づ
く
り
）」

が
大
き
な
共
通
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

「
高
齢
者
」の
定
義
見
直
し
を

日
本
老
年
学
会
が
問
題
提
起

「
ビ
ス
マ
ル
ク
時
代
の
遺
物
」

脇
野
　
耕
一

良
元
診
療
所

戦
争
立
法
に
つ
い
て―

私
の
意
見
―

憲
法
の
話

（７）

　

安
倍
内
閣
は
、『
安
保
法
制
』
に
関
連
し

た
11
の
法
案
を
閣
議
決
定
し
、「
日
本
を
戦

争
す
る
国
に
は
し
な
い
」
と
声
高
に
説
明
。

法
案
全
部
を
理
解
し
た
う
え
で
、
賛
成
す
る

人
は
、
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

日
本
の
同
盟
国
が
攻
め
ら
れ
た
、
日
本
も

共
に
戦
い
ま
す
！
と
送
り
込
ま
れ
る
の
は
自

衛
隊
で
す
。
自
衛
隊
は
国
民
の
命
と
平
和
な

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
厳
し
い
訓
練
を
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
今
は
憲
法
９
条
の
も

と
に
あ
り
ま
す
。

　

安
倍
首
相
の
言
う
法
体
制
に
な
れ
ば
、
日

本
が
攻
撃
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
武
器
を

振
り
か
ざ
し
、
相
手
の
武
器
に
立
ち
向
か
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
派
遣
さ
れ

た
自
衛
隊
員
、
米
兵
で
さ
え
も
筆
舌
に
尽
く

し
難
い
ほ
ど
の
恐
怖
を
味
わ
っ
た
の
で
し
ょ

う
、
帰
国
後
に
精
神
を
病
ん
だ
人
が
多
い
そ

う
で
す
。

　

い
つ
か
、
自
衛
隊
に
入
隊
す
る
人
が
減
る

こ
と
で
、
き
っ
と
徴
兵
制
が
始
ま
り
ま
す
。

徴
兵
制
は
、
憲
法
18
条
で
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
…
今
は
。
戦
争
に
参
加
す
る
た
め
に
、

９
条
を
変
え
よ
う
と
す
る
く
ら
い
で
す
か

ら
、
18
条
も
変
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

日
本
が
参
加
す
る
こ
と
で
感
謝
さ
れ
喜
ぶ

よ
り
も
、
敵
国
扱
い
さ
れ
、
自
衛
隊
が
よ
り

危
険
に
晒
さ
れ
、
テ
ロ
の
標
的
に
な
る
方
が

恐
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

20
年
後
、
30
年
後
…
私
達
、
子
ど
も
た
ち

は
毎
日
笑
っ
て
る
ん
や
ろ
か
？
２
０
１
５
年

の
決
断
が
、
将
来
、
後
悔
の
タ
ネ
に
な
ら
な

い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。�

（
Ｙ
）

オットー・フォン・ビスマルク
（1815－1898）
ドイツ統一の中心人物。また世
界に先駆けて全国民強制加入の
社会保険制度を創出する社会政
策を行った。
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５月に真夏日、北海道では「真夏日以上」の予報も。真夏日以上ってどゆこと～？

ひろば

読 の者

日時：８月３日（月）
　　　14：00～16：00
担当：吉田弁護士
場所：�宝塚医療生協
　　　事務局会議室
予約及び問い合わせ
　宝塚医療生協事務局
　（電話0798―57―3137）迄

法律相談 要予約

▼
高
松
診
療
所
で
乳
ガ
ン
を
見
つ

け
て
も
ら
っ
て
早
５
年
が
た
ち
ま

し
た
。
先
日
、
兵
庫
医
大
で
検
査

の
結
果
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
も

骨
密
度
も
異
常
な
し
（
ホ
ル
モ
ン

療
法
の
薬
が
骨
密
度
を
下
げ
る
副

作
用
が
あ
る
た
め
検
査
）、
薬
も

今
回
で
最
後
と
い
う
こ
と
で
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。

　

た
だ
残
念
な
の
は
、
薬
の
た
め

５
年
間
で
10
キ
ロ
も
太
っ
た
こ

と
。
薬
が
終
わ
っ
た
ら
少
し
は
減

る
か
な
あ
と
期
待
し
て
い
ま
す
が

…
。
で
も
体
を
も
っ
と
も
っ
と
動

か
さ
な
い
と
無
理
で
す
よ
ね
。

�

（
亀
井
町　

草
野　

恵
）

▼
会
合
で
「
標
的
の
村
」
を
観
ま

し
た
。
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し

た
。
沖
縄
の
基
地
の
事
を
も
う
一

度
考
え
な
け
れ
ば
。
一
人
で
も
多

く
の
方
に
こ
の
映
画
を
見
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

�

（
西
宮
市　

延
近
朝
子
）

▼
署
名
す
る
の
が
自
分
ひ
と
り
し

か
い
な
い
た
め
、
用
紙
を
提
出
す

る
の
を
渋
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今

回
パ
ズ
ル
を
回
答
す
る
つ
い
で

に
、
同
封
の
封
筒
で
送
れ
ば
い
い

ん
だ
と
思
い
つ
き
、
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
手
配
り
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
、
そ
れ
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
思

っ
た
事
。
新
聞
を
読
ん
で
い
る
方

に
、
も
っ
と
も
っ
と
す
す
め
た
ら

い
い
の
に
。
も
っ
と
広
め
ら
れ
る

の
に
…
。
と
素
朴
な
疑
問
。

�
（
西
宮
市　

中
野
チ
エ
コ
）

▼
６
年
間
千
葉
に
住
ん
で
い
た
娘

が
、
４
才
の
孫
と
い
っ
し
ょ
に
光

明
町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
孫
は

か
わ
い
い
で
す
が
私
の
体
が
つ
い

て
い
き
ま
せ
ん
。
10
～
15
年
遅
い

で
す
。
近
所
で
す
の
で
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
来
ま
す
が
、
帰
っ
た
ら
ホ
ッ

と
し
ま
す
。

�

（
鹿
塩　

北
東
ま
す
み
）

▼
現
在
５
人
に
１
人
が
認
知
症
と

お
聞
き
し
ま
す
。
他
人
事
で
は
な

く
私
自
身
も
そ
の
よ
う
な
年
齢
に

な
り
、
テ
レ
ビ
を
観
て
も
、
顔
は

分
か
っ
て
も
名
前
が
思
い
出
せ
ず

困
り
ま
す
。
体
に
気
を
つ
け
、
元

気
に
歩
き
、
お
し
ゃ
べ
り
も
し
、

皆
様
の
輪
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ

き
、
健
康
寿
命
で
頑
張
り
た
い
で

す
。�

（
亀
井
町　

宮
田
静
子
）

▼
自
分
も
含
め
、
家
族
の
体
の
不

調
が
続
き
、
健
康
を
維
持
す
る
こ

と
が
本
当
に
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
気
持
ち
を
明
る
く
す
る
こ
と

も
必
要
。
久
々
に
パ
ズ
ル
を
す
る

心
の
余
裕
が
持
て
ま
し
た
。

�

（
仁
川
高
台　

小
松
美
佐
子
）

▼
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
を
、
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
達
に
も
お
願
い
し

て
、
た
く
さ
ん
集
め
て
持
参
し
て

い
た
の
で
残
念
で
す
。
又
、
再
開

し
て
下
さ
い
ね
。

�

（
仁
川
高
丸　

植
野
文
子
）

▼
地
方
選
挙
で
は
、
民
主
的
な
議

員
さ
ん
方
が
躍
進
さ
れ
て
、
安
心

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら

に
運
動
を
発
展
さ
せ
て
、
暴
走
政

治
を
く
い
止
め
て
い
き
た
い
で

す
。�

（
小
林　

大
庭
浩
之
）

▼
総
代
会
出
席
者
は
、
対
象
は
全

員
で
し
ょ
う
か
？
役
員
だ
け
な
の

で
し
ょ
う
か
？

　

す
べ
り
ひ
ゆ
を
一
度
食
べ
て
み

た
い
の
で
す
が
、
ど
ん
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
？
ど
こ
に
い
け
ば

手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

薬
食
同
源
は
、
必
ず
読
ん
で
お
り

ま
す
が
、
ま
と
ま
っ
た
本
等
が
あ

れ
ば
、
求
め
た
い
で
す
。
教
え
て

く
だ
さ
い
。�（
高
司　

岸
美
佐
子
）

▼
70
代
に
突
入
し
て
「
終
活
」
と

い
う
言
葉
が
頭
を
過
ぎ
り
ま
す
。

で
も
、
な
か
な
か
、
色
ん
な
物
が

捨
て
ら
れ
ず
、
困
っ
て
い
ま
す
。

�

（
仁
川
旭
ガ
丘　

野
村
晴
惠
）

▼
今
回
の
介
護
の
キ
ラ
リ
〝
感
謝

の
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
〟
い
い
表
現

で
す
ね
。
最
近
は
テ
レ
ビ
で
も
認

知
症
予
防
の
番
組
が
多
い
で
す

が
、
予
防
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

で
す
が
、
も
し
認
知
症
に
な
っ
て

も
こ
ん
な
優
し
い
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

が
い
て
く
だ
さ
っ
た
ら
心
強
い

し
、
感
謝
の
言
葉
を
い
っ
ぱ
い
言

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
高
松
町　

楠
田
訓
子
）

▼
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
見
ま
し

た
。
超
特
大
イ
チ
ゴ
「
美
人
姫
」

１
粒
５
万
円
で
す
っ
て
!! 

72
ｇ

あ
る
と
の
こ
と
、
す
ご
い
で
す
ネ

エ
～
贈
答
用
な
ど
に
使
わ
れ
る
そ

う
で
す
。
イ
チ
ゴ
は
大
好
き
で

す
。
一
度
食
べ
て
み
た
い
⁉

�

（
鹿
塩　

紺
谷
和
子
）

▼
先
日
、
病
院
の
玄
関
先
で
後
ず

さ
り
し
て
い
て
段
差
を
踏
み
外

し
、
転
倒
し
ま
し
た
。
左
腕
、
左

足
や
お
尻
を
打
ち
、
そ
の
時
は
大

し
た
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
翌
日
か
ら
あ
ち
こ
ち
痛

く
な
り
ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

結
果
、
骨
に
は
異
常
な
い
と
き
い

て
安
心
し
ま
し
た
が
、
足
元
が
弱

く
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

ふ
ん
ば
る
力
も
年
齢
と
共
に
弱
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
者
に
会

っ
た
ら
、「
こ
け
た
ら
あ
か
ん

よ
、
気
を
付
け
て
ね
」
と
言
っ
て

た
の
に
、
私
が
や
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
バ
カ
だ
ね
え
。
今
後
、
気

を
つ
け
ま
す
。

�

（
鹿
塩　

傍
島
晴
江
）

▼
骨
折
で
４
カ
月
あ
ま
り
の
入
院

生
活
、
５
月
23
日
に
退
院
、
入
院

中
は
看
護
師
さ
ん
に
す
ご
く
お
世

話
に
な
り
感
謝
で
す
。
し
っ
か
り

と
歩
け
る
様
に
な
れ
ば
、
今
度
は

何
か
の
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず

は
「
た
か
ら
」
の
配
布
は
で
き
る

か
な
あ
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
高
司　

西
村
和
子
）
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庭先に野菜の鉢植えが増えてきました。趣味と実益を兼ねたプチ自給です。

理学療法士による個別リハビリ（右はその中の歩行訓練の様子）

集団体操

介護 キラリの

　

良
元
診
療
所
２
階
に
併
設
さ
れ
る
通
所
リ

ハ
ビ
リ
は
、
利
用
者
さ
ま
の
安
心
・
安
全
な

日
常
生
活
動
作
の
維
持
向
上
を
目
指
し
て
い

ま
す
。『
心
弾
む
楽
し
い
リ
ハ
ビ
リ
』
を
合

言
葉
に
一
人
ひ
と
り
の
「
思
い
」
を
大
切
に

し
な
が
ら
、「
出
来
る
こ
と
」
を
少
し
ず
つ

「
あ
り
が
と
う
」の
一
言
が

私
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す

⑧　心弾む楽しいリハビリ

松原　ひとみ
通所リハビリテーション

敬
老
の
日
の
昼
食

増
や
し
、「
そ
の
人
ら
し
く
」
生
活
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ま
の
約
９
割
が
理
学
療
法
士
に

よ
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
し
て
お
り
、
そ

の
合
間
に
は
脳
ト
レ
・
集
団
体
操
や
ゲ
ー

ム
、
個
別
課
題
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
書

道
・
歌
や
踊
り
、
朗
読
な
ど
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
毎
日
の
昼
食
は
、
職
員
の
手
作

り
で
お
も
て
な
し
を
心
掛
け
、
四
季
に
応
じ

た
お
食
事
や
行
事
食
も
準
備
し
好
評
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
転
倒
さ
れ
、
退
院
後
の
ご
利
用
で

す
。
当
初
は
常
に
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
状
態

で
し
た
が
、
職
員
２
人
で
送
迎
し
、
個
別
リ

ハ
ビ
リ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

１
～
２
歩
の
移
動
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

が
、
１
年
後
自
宅
で
再
び
転
倒
さ
れ
、
再
入

院
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
カ
月
の
入
院
を
終
え
、
再
利
用
と
な

り
、
少
し
ず
つ
リ
ハ
ビ
リ
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
現
在
で
は
ご
自
分
で
し
っ
か
り
と
立
ち

上
が
り
、
平
行
棒
歩
行
も
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

前
向
き
で
明
る
い
性
格
、
そ
し
て
何
よ
り

も
、
同
居
し
て
い
る
家
族
に
迷
惑
を
か
け
て

は
い
け
な
い
、
と
い
う
思
い
が
強
く
、
私
達

職
員
も
び
っ
く
り
す
る
回
復
力
で
す
。
他
の

利
用
者
さ
ま
と
の
交
流
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
利
用
し
な
が
ら
、
孫
や
ひ
孫
達
に

囲
ま
れ
て
幸
せ
な
在
宅
生
活
を
送
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
達
職
員
一
同
は
、
利
用
者

さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
様
と
の
対
話
も

大
切
に
し
つ
つ
、
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と
な
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。

こ
こ
に
来
る
と
実
家
に

戻
っ
た
み
た
い
で
ホ
ッ
と
す
る

Ａ
様　

95
歳
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早朝の風景―中高年のキビキビウォーキングと、寝起きのまったり猫達。

　

油
脂
が
決
め
る
健
康
・
健
脳
度

　

食
用
油
は
大
切
な
生
鮮
食
品
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
一
方
で
、「
現
代
人

に
は
本
も
の
の
油
が
欠
乏

4

4

4

4

4

4

4

4

し
て
い

る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

肉
や
揚
げ
も
の

4

4

4

4

ば
か
り
食
べ
て
い

る
か
ら
、
む
し
ろ
、
油
を
摂と

り
過
ぎ

て
い
る
の
で
は
？
と
疑
問
に
思
っ
て

お
ら
れ
る
方
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
確
か
に
、
そ
の
通
り
な
の
で
す

が
、
日
頃
、
私
た
ち
が
油
と
呼
ん
で

い
る
サ
ラ
ダ
油
、
マ
ー
ガ
リ
ン
な
ど

は
、
実
は
本
も
の
の
油

4

4

4

4

4

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
は
食
品
と
し
て
極
め

て
不
自
然
で
、
本
来
、
食
物
が
持
っ

て
い
る
大
切
な
栄
養
素
を
抜
き
取
ら

れ
た
油
、
つ
ま
り
「
不
完
全
な
油

4

4

4

4

4

」

な
の
で
す
。

　

食
用
油
脂
の
本
来
の
役
割
は

　

⑴
脂
質
と
し
て
細
胞
膜
な
ど
の
生

体
膜
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
約
60
兆
個
あ
る
人
体
の
細
胞
の

膜
は
、
脂
肪
と
タ
ン
パ
ク
質
で
出
来

て
お
り
、
そ
の
膜
を
通
し
て
①
酸
素

や
栄
養
を
細
胞
内
に
取
込
ん
だ
り
②

老
廃
物
を
排
出
す
る
③
細
菌
や
ウ
イ

ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
④
細
胞
同
士
の

情
報
を
伝
達
す
る
。
な
ど
私
た
ち
が

生
き
て
い
く
上
で
基
礎
と
な
る
大
切

な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

　

⑵
第
２
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

働
き
ま
す
。
成
人
の
場
合
、
真
っ
先

に
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ご
は

ん
や
パ
ン
な
ど
の
糖
質
で
す
が
、
糖

質
が
な
く
な
る
と
脂
質
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
補
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
脂

質
は
糖
質
の
約
２
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
放
出
す
る
の
で
、
効
率
の
良
い
燃

料
源
と
な
る
の
で
す
。

　

⑶
脂
質
は
熱
の
発
散
を
防
い
で
、

体
温
を
保
ち
、
太
陽
の
光
を
利
用
し

て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
合
成
し
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｋ
な
ど
の
吸
収
を

助
け
ま
す
。

　

⑷
体
脂
肪
は
、
あ
る
程
度
、
必
要

で
す
。
私
た
ち
の
腹
ま
わ
り
は
骨
が

な
い
。
内
臓
を
支
え
、
外
の
衝
撃
か

ら
守
る
た
め
に
、
し
な
や
か
な
筋
肉

と
脂
肪
が
必
要
な
の
で
す
。

　

以
上
の
役
割
を
果
す
た
め
、
細
胞

は
柔
軟
で
機
能
的
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
細
胞
を
形
成
し
て
い
る
油

の
質
が
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

体
は
、
ど
の
よ
う
な
油
を
求
め
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
人
体
を
構
成

す
る
全
て
の
細
胞
膜
に
油
が
使
わ
れ

て
い
る
。
細
胞
が
い
き
い
き
と
活
動

で
き
る
よ
う
、
良
い
油
を
摂
取
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

薬 食 同 源
た べ る も の が く す り

（104) 食用油脂① 久保　久次本来の役割

医
療
生
協

パ

ズ

ル

〈
ヒ
ン
ト
〉

　

お
金
持
ち
歌
に
も
あ
り
ま
す

〈
た
て
の
か
ぎ
〉

①
ね
ば
り
け
の
あ
る
土

②�

物
事
を
や
り
ぬ
こ
う
と
す
る
気
持
を
最
後

ま
で
と
お
せ
な
い
○
○
薄
弱

③
日
本
の
首
都

⑤
か
ば
や
き
と
い
え
ば

⑥
女
の
人
が
手
紙
の
終
り
に
使
う
こ
と
ば

〈
よ
こ
の
か
ぎ
〉

①
七
夕
の
短
冊
に
書
き
ま
す

④
原
子
番
号
29
の
元
素

⑥�

浅
い
海
に
す
む
二
枚
貝
で
養
殖
も
さ
れ
て

い
る

⑦
人
に
知
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

⑧
い
ね
科
で
大
・
小
・
は
だ
か
な
ど
が
あ
る

⑨
○
○
・
乙
・
丙

　

□▪

の
中
の
こ
と
ば
を
組
み
合
わ
せ
て
、５

文
字
の
こ
と
ば
を
作
り
、同
時
に
ご
意
見
等

を
必
ず
ひ
と
こ
と
添
え
て
、ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
で
お
答
え
下
さ
い
。

〒
665
―
0054　

宝
塚
市
鹿
塩
１
丁
目
18
―
６

宝
塚
医
療
生
協
「
パ
ズ
ル
係
」
あ
て
。

　

〆
切
は
６
月
30
日
。
正
解
者
の
方
に
抽
選

で
図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

新　

保　

康　

子

出　

口　

啓　

子

中　

野　

チ
エ
コ

中　

村　

優　

菜

平　

尾　

昌　

子

北　

東　

ま
す
み

山　

口　

周　

三

TAKARA

MAIL

kouhou@
takarazuka-
mcoop.net

パ
ズ
ル
解
答
に
つ
い
て
の
お
願
い

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦

⑧ ⑨

№
２
２
１
の
解
答
は

「
ら
い
ち
ょ
う
」で
し
た
。

☆
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
左
記
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す（
敬
称
略
）。

☆
今
回
の
抽
選
に
も
れ
た
方
も
今
後
と
も

「
読
者
の
広
場
」
や
「
も
ー
し
・
も
ー
し
」

の
投
書
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

こ ど も の ひ
と ん ち よ
ぐ い つ

う り ば と
め ら つ こ

　

応
募
さ
れ
る
と
き
必
ず
図
書
カ
ー
ド
送
付
先
の

ご
住
所
、
お
名
前
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
お
名

前
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
匿
名
希
望
と
添

え
て
く
だ
さ
い
。�

（
広
報
委
員
会
）
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中学生の孫が部活でソフトボールをやっている。ピッチャーなんでひやひやして観てます

西宮市　伊田　こずゑさん

―壁掛けアートの世界― �

集
後
記

編
★�

今
回
は
集
会
や
支
部
総
会
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
記
事
を
載

せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
つ
ご
と

の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
…
難
し
い

と
こ
ろ
で
す
。

★�
最
近
、
１
年
経
つ
の
が
早
く
感
じ
ま

す
。
主
観
的
に
記
憶
さ
れ
る
年
月
の

長
さ
は
年
少
者
に
は
よ
り
長
く
、
年

長
者
に
は
よ
り
短
く
感
じ
る
と
い
う

障
子
を
閉
め
れ
ば
池
が
現
れ
る
。

４
月
か
ら
始
ま
っ
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

４
月
桜
満
開

５
月
鯉
の
ぼ
り
泳
ぐ

６
月
あ
じ
さ
い
咲
き
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
泳
ぐ
蛙
に
な
り
、

秋
に
は
紅
葉
が
見
ら
れ
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
今
津

壁
掛
け
ア
ー
ト
な
ら
ぬ

　
障
子
ア
ー
ト
で
す

平
井
山
荘
　
冨
永
　
岩
子
さ
ん

西
宮
市
　
伊
田
　
こ
ず
ゑ
さ
ん

季
節
の

　

た
よ
り

現
象
は
、
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
と
い
っ

て
心
理
学
的
に
解
明
さ
れ
て
い
る
の

だ
と
か
。
例
え
ば
50
歳
に
と
っ
て
の

１
年
は
、
人
生
の
50
分
の
１
な
の
に

対
し
て
、
５
歳
に
と
っ
て
は
、
人
生

の
５
分
の
１
を
占
め
る
、
と
い
う
こ

と
。
い
つ
ま
で
も
若
く
…
と
は
思
う

も
の
の
、
時
の
流
れ
は
止
め
ら
れ
ま

せ
ん
ね
（
涙
）
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